
Ｘ－Ｙ座標回転器                  DP-201A 
 

 

概 要 

Ｘ-Ｙ座標出力電圧ＥＸ、ＥＹから得られる位相角θを、0～359 度回転できる。 

設定分解能が１度ステップである。 

10 ビット･ディジタル･データで設定可能です。 

アナログ･ディジタル混在回路のため、高速位相回転ができる。 

弊社の２相発振器を接続することにより、可変位相出力が得られる。 

概 要 

 ＤＰ-２０１Ａは直交座標信号を入力することにより、ディジタル･データにて､ 

位相角を 0～359 度まで、１度ステップで位相角をシフトできます。 

 三角関数ＲＯＭを内蔵しているため、リアルタイムでアナログ信号を出力す 

ることができます。 

 回転角度データの設定は、サミール･スイッチも使用でき、正論理または負論 

理ＴＴＬレベルのいずれかを選択できます。 

主な規格 

入力インピーダンス 5ｋΩ±20％以内 

入力電圧範囲  ±10Ｖ以内 

入出力間利得偏差 0±1ｄＢ以内 

出力周波数応答  ＤＣ～300ｋＨｚ（±1ｄＢ）以内 

出力電圧範囲  ±10Ｖ以内 

出力インピーダンス 10Ω以下 

最小負荷抵抗  2ｋΩ以上 

出力オフセット電圧 ±10ｍＶ以内 

出力オフセットドリフト ±100μＶ/℃以下 

回転角度の設定  正または負論理ＢＣＤ ＴＴＬレベル 

電源電圧  ±15Ｖ±10％以内 及び ＋5Ｖ±10％以内 

電源電流  ±25ｍＡ以下 及び 25ｍＡ以下  

外形寸法  40×40×18ｍｍ 

重量   60ｇ以下 

■ＤＰ-２０１Ａ内部構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外形寸法図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■端子接続表 

端子番号 信号名称 備  考 

１  ＯＰＴ オプション端子 

２  ＰＯＬ  正/負選択 

３  ×２００°  ＭＳＢ 

４  ×１００°  

５  ×８０°  

６  ×４０°  

７  ×２０°  

８  ×１０°  

９  ×８°  

１０  ×４°  

１１  ×２°  

１２  ×１°  ＬＳＢ 

１３  ＸＩＮ  Ｘ入力 

１４  ＧＮＤ  接地 

１５  ＹＩＮ  Ｙ入力 

１６  ＧＮＤ  接地 

１７  ＸＯＵＴ  Ｘ出力 

１８  ＶＯＳＸ  Ｘオフセット 

１９  ＹＯＵＴ  Ｙ出力 

２０  ＶＯＳＹ  Ｙオフセット 

２１ ―  

２２  ＤＧ  ロジック ０Ｖ 

２３  ＋５Ｖ  電源  ＋５Ｖ 

２４  ＡＧ  アナログ ０Ｖ 

２５  －１５Ｖ  電源 －１５Ｖ 

２６  ＋１５Ｖ  電源 ＋１５Ｖ 
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基本的な使い方 

Ｘ、Ｙ入力信号は数Ｖのオーダーまで増幅してから入力してください。 

本モジュールは４象限（0～360 度）を扱えますから、入力信号の極性は 

 ＋ＥＸ、＋ＥＹが第１象限  －ＥＸ、＋ＥＹが第２象限 

 －ＥＸ、－ＥＹが第３象限  ＋ＥＸ、－ＥＹが第４象限です。 

 例えばＥＸ＝＋10Ｖ、ＥＹ＝＋10Ｖでの位相角θは、θ＝ＡＴＡＮ（ＥＸ/ＥＹ）よ 

 り 45 度です。このとき設定回転角度が 0 度であれば、出力端子Ｘ、Ｙの位相 

 角は同様に 45 度です。 

 従って出力位相角は入力位相角＋設定角度になります。 

1 番ピンはオプション端子で、通常は"Ｌ"レベルにしておきます。 

2 番ピンはデータ入力の論理を選択する端子で、"Ｌ"で正論理、"Ｈ"では負 

 論理です。 

3～12 番ピンは回転(位相)角度設定端子で、3 番がＭＳＢ、12 番がＬＳＢです。 

13～16 番ピンはＸ、Ｙ入力端子で±10Ｖの信号を入力できます。 

17、19 番ピンはＸ、Ｙ出力端子です。 

18、20 番ピンは各々オフセット調整端子で、通常は接地しておき、必要に応 

 じて 20ｋΩ～100ｋΩの半固定抵抗器(±Ｖｃｃに接続しスライダを 18､20 ピ 

 ンに)を挿入して、入力ゼロでのオフセット調整を行います。 

 代表的な特性 

写真１はＸ入力端子に＋5Ｖ、Ｙ入力端子に 0Ｖを与え、移相データを 0～359 

 度まで変化させた時のリサージュ波形です。(２相信号発生器にもなります。 

 周波数は移相データの設定タイミングで決定されます。)  

写真２はＸ、Ｙ入力端子に 90 度位相差の２相信号を与え、移相データを 0～ 

 359 度変化させた時の入出力波形で、位相角が１度ステップの可変位相信号 

 を発生できます。 

写真３は入出力間の周波数特性で、100ｋＨｚをこえると徐々に低下が始まり 

 ます。 

 周波数特性を重視する用途では、ＤＣ～ 300ｋＨｚの範囲で使用できます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       基本的な使い方 

 

 

 

 

 

 

写真１ 

 

写真２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 

OSC MODULE
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